
標高の改定による具体的な効果
① 地殻変動で累積した現実と標高成果とのズレが解消

② 「ジオイド2024 日本とその周辺」と衛星測位を用いて従来
の測量よりも迅速に標高の取得が可能

地震後に迅速な標高成果の提供、GNSS標高測量

③ 水準測量の起点から距離が離れるに従って蓄積していた標高
の誤差が解消

④ 標高の時点（元期）が明確となることで、標高の整合性が全国
一律に向上し、電子基準点による全国の標高の時間変化の監
視が可能となるとともに、「4次元国家座標（測量成果の時間管

理）」の実現に向けた基礎が整備される

ICT建機で
標高による制御

物流輸送サービス迅速な復旧・
復興への対応効率的な測量

○ 電子基準点等の基準点の標高成果について、令和7年4月1日に、衛星測位を基盤とする
最新の値へ改定します。

○ 改定することで、海面との位置関係のズレが小さい標高を用いて高さ情報の管理が可能
になるとともに、衛星測位の活用によって、測量や公共工事等の効率化・生産性向上、
新たなサービスの創出が期待されます。

別紙１：全国の標高成果の改定
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※ 衛星測位で標高を
求めるために必要


